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特集

看護職が専門性を発揮できる
環境をつくるために
多職種協働時代におけるITの活用（仮）

●多職種協働を支えるIT　瀬戸僚馬
●短期的に実現可能な ITの活用　鎌田智恵子
●現在進んでいる技術と，長期的な展望　保坂良資
●在宅との連携に活かす IT　秋山昌範

　電子カルテやオーダリングシステム，医用画像管理システム，さらにはバーコード
による認証などさまざまな ITが現場に導入されている。多職種協働が進むなかで時
差なくデータが共有できるなどの利点がある一方で，それらが現場において最適化
されているかというと，課題も残る。
　今後ますます看護職の専門性を発揮することが望まれるなか，看護管理者は看護
師がベッドサイドでのケアに専念できる環境を整えていく必要がある。医療安全，
記録，計画など，多職種の協働が進められるなかでの業務の最適化という観点から，
看護管理者が現場で直面している問題の所在と，問題提起，解決の方法を提示する。

●アメリカという国は，とにかく個人の主張が強く個人

主義の国だと言われています。ですが，スポーツの世界

に目を向けてみると，意外とチーム競技が大好きで，こ

れがめっぽう強い。そして，彼の国の人々が最も愛する

スポーツといえばアメリカンフットボール。このスポーツ，

完全に個々の役割分担（ボールを蹴る人，投げる人，そ

れを捕る人，持って走る人など）が決まっていて自分の

専門を全うすることでチームメイトの信頼を得，そのお

互いの信頼関係がチームをまとめていく。なんだか，チー

ム医療の世界とかぶって見えます。かく言うアメリカは

チーム医療の先進国。やはりチームを成熟させるには，

まずは個人を磨くことありきだなぁ，と思う次第でありま

す。（金子）

●本日はじめて，トカゲがしっぽを切るところを実際に

見ました。蜥蜴の尻尾切りという言葉もあるくらいです

から，何かあったときには自ら尻尾を切って逃げること

はもちろん知っていました。しかし，実際に見てみると

また新鮮な驚きがあります。小さなころ野原で遊ぶこと

が多い人にとっては何を今さらという話かと思いますが，

経験している人やそれが日常の人にとっては当然のこと

でも，知らない人にとっては新鮮なことはたくさんありま

す。また，知っているということと体験するということに

も大きな違いがあります。今後病院と在宅の連携を強化

していくなかでは，診療所であれ，訪問看護ステーショ

ンであれ，ぜひ実際に現場を見に行ってほしいと思いま

す。（西窪）

編集後記

●「読者の声」を募集しています。

職場などでの感動的なエピソード，困っている

問題，また弊誌への感想をお寄せください。掲

載者には粗品を差し上げます。

E-mail　kangokanri@igaku-shoin.co.jp

twitter　http://twitter.com/kangokanri

●   しなかやに家族を看護するスタッフに育てよう 山崎あけみ

［新連載］

● 地震，台風，新型インフルエンザなど
の自然災害発生時に組織のトップとし
て何ができるか─兵庫県看護協会
の災害時の取り組み
 大森綏子／小田美紀子／安部陽子／大澤清美

● 平成 24年診療報酬・介護報酬同時改
定における「看護必要度」に関する改
定の概要と今後の課題 筒井孝子

● 看護管理者のための改定の読み方入
門3─がん対策・緩和ケアと認知症
 奥村元子

［特別記事］
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